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1.問題と目的 
 大学生の進路選択は時代によってその姿を大きく変える．経済状態が良ければ卒業後の
進路選択は比較的容易に決定するだろうし，逆に経済状態が悪ければ卒業後の進路決定は
困難なものとなる．近年，1990 年代から 2000 年代にかけては，相対的には良い状態の時も
あったが，平均して大学生の進路選択を取り巻く状況は容易なものとは言い難い状況であ
る．そして，2008 年の後半からは再び世界的な不景気に見舞われ，大学生の進路選択を取
り巻く状況はより困難なものとなっている．こうした現代社会の状況の中では，フリータ
ーやニートといった形で，卒業と同時に進路を決定しないという選択を行う者もいる． 
 これまで大学生の進路選択に対する研究は，多くの側面から研究がされてきたが，そう
した研究の一つとして時間的展望研究がある．時間的展望とは Lewin(1951)によれば「あ
る一定時点における個人の心理学的過去および未来についての見解の総体」とされている．
進路選択の際には大学生らは自らの過去を振り返り，そしてこれからの自らの未来につい
て展望する．それらの展望がどのような特徴を持ち，他の心理学的変数とどのような関係
にあるかといった観点から，これまで多くの研究がなされてきた(奥田，2002)．従来の時間
的展望研究においては概ね，なるべく長く，具体的な未来展望を持つ大学生の方が，展望
が短く，具体的な展望を持たない大学生に比べ，良好な進路選択過程を経ることが明らか
にされている(都筑・白井，2007)． 
しかし，こうした時間的展望研究の知見は，社会状況に応じて変化するものと考えられ
る．池田(2001)が指摘するように，現代社会は将来に対する展望が抱きにくい時代である．
たとえば伝統社会においては通常親の職業を継ぐことがあらかじめ決定されており，そこ
に選択の余地はない．それに対して現代社会においては，教育課程を経た若者は多くの選
択肢を手にする．しかしながら，この多くの選択肢が若者たちを悩ませることになる．選
択肢が一つしかなければ，その選択肢に対してクレームを述べることができるが，選択肢
が多様にある現代社会においては，どの選択肢を選んだとしても失敗の可能性が含まれて
しまう．たとえ無難と言われる選択，たとえば大企業と呼ばれる企業に入社したとしても，
現代社会においてはその企業が倒産するなど，選択しただけで満足が得られる結果になる
とは限らない．その意味では，現代社会に生きる大学生らにとっては，多くの選択肢があ
る，という状況においては自らの将来の展望を抱くことは非常に困難であると言えよう． 
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 こうした現代の大学生たちは，自らのこれからの人生を考える際，どんな情報を使って
自らの未来を展望しているのだろうか．本研究では，大学生らの時間的展望の中でも特に，
彼らがどのような情報を元に自らの時間的展望を抱くのかという点に焦点を当てる． 
従来の時間的展望研究においては先にも述べたように，どのくらい先の未来まで展望を
抱くことができるのか，あるいは，他の心理学的な変数とどのような関係があるのか，そ
して，どのような内容の展望を抱くのかについては多くの研究がなされてきた．しかしな
がら，大学生らの時間的展望がどのような情報を元に構成されるのか，大学生らがどのよ
うな素材をもとに自らの未来展望を抱くのかについては研究がなされてこなかった．基本
的には展望を抱いていることが前提とされており，その展望がどのような素材を元に作ら
れるのかについてはこれまで焦点が当てられてこなかった．本研究では，進路選択のプロ
セスにおいて，現代社会を生きる大学生らが，具体的にどのような情報を元に自らの進路
選択過程を経験しているのかを明らかにするための予備調査として，自由記述を用いた予
備調査を行う．大学生らが用いる情報のソースによって進路選択に違いは出るのか，ある
いは進路選択のプロセスが進むに従って情報ソースに違いは出るのか，このような問題を
明らかにするために，その準備段階として自由記述式の予備調査を行う． 
以上のことから本研究の目的は，現代の大学生がどのようなメディア・情報・条件をも
とに自らの未来を展望しているのか，その情報ソースを明らかにすることである． 
 
2.方法 
研究協力者：2008 年 9 月から 10 月にかけて関東の 2 大学の学生，366 名に調査協力を依
頼し有効回答 348 票を得た(男性 155 名，女性 191 名，不明 2 名であった)．年齢範囲は
18 歳から 32 歳であり，平均年齢は 19.90(SD=1.39)歳であった． 
手続き：心理学関連の授業を受講している大学生らに質問紙を配布し，回答を依頼した．
質問紙は全て授業内で回収を行った．所要時間は約 15 分であった． 
調査内容：「あなたは自分の将来を考える際に，どのような情報を参考にしますか？以下の
欄に記入してください(記入欄は 5 つであった)．順番は関係ありません．思いついたもの
から自由に書いてください．また 5 個ない場合には書けるだけでかまいません」と教示
し，自由記述欄に自由に記入してもらった． 
 
3.結果 
 348 名の自由記述の回答を 1 枚ずつのカードに分類し，KJ 法により分類した．その結果
「人的資源」「自己」「メディア」「条件」の 4 つのカテゴリーが抽出された．得られたカテ
ゴリーは，筆者と心理学を専攻する学生 3 名によって内容的妥当性が検討された．内容的
妥当性の検証は，4 名が各自由記述を 4 つのカテゴリーに分類し，その一致率によって測定
された．不一致の場合は協議して決定した．なお，評定者間での一致率は.88 であった． 
 以下に各カテゴリーの詳細を示す． 
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カテゴリー サブカテゴリー 具体的記述 度数
人から聞いた話・情報 108
卒業生・先輩の話・意見・情報 28
経験者など社会人の知り合いに聞く 12
大人の人の話・情報 9
他人から見た自分・目・評価・反応 6
口コミ・噂 4
先人の言葉・人生の先を行く人の意見 4
憧れ・尊敬している人 2
親の性格・仕事・人生経験 71
家族の言葉・家族の状況・家庭環境 22
兄弟の意見 7
親類の言葉 4
友達・友人 57
友達の将来の目標・進路 5
先生の話・意見・情報 23
大学の先生 2
恋人 恋人 7
家族
友人
教師
表1　「人的資源」カテゴリーのサブカテゴリーと具体的記述
人的資源
他者
 
  
第 1 カテゴリーは，「人的資源」である．「人的資源」カテゴリーとは，自らの周りの他
者からの情報をもとに未来を展望すると答えたカテゴリーである．「人的資源」はさらに「他
者」，「家族」，「友人」，「恋人」，「教師」の 5 つのサブカテゴリーに分類される． 
「他者」カテゴリーとは，具体的に誰からという情報が記述されておらず，「人から聞い
た話」や「大人から聞いた話」など，抽象的な他者からの情報を自らの未来展望のソース
とするようなカテゴリーである．あるいは，具体的な対象は明らかにはされていないが，「経
験者など社会人の知り合い」や「先人の言葉」，「憧れ・尊敬している人」なども「他者」
カテゴリーに含まれる．「他者」カテゴリーにおいて，最も多かった記述は「人から聞いた
話・情報」であり，現代社会における大学生らが，自らの将来展望を抱く際に他者からの
情報を重視していることがわかる． 
 「家族」カテゴリーとは，親，兄弟，親類など家族からの情報，家族に関わる情報を自
らの未来展望のソースとしているカテゴリーである．「家族」カテゴリーにおいて，最も多
かった記述は「親の性格・仕事・人生経験」であり，人的資源カテゴリーにおいて，具体
的な対象からの情報としては最も多かった． 
 「友人」カテゴリーとは，友達・友人からの情報を自らの未来展望のソースとしている
カテゴリーである．自由記述の中には，友人からの話・情報というだけではなく，「友達の
将来の目標・進路」を未来展望のソースとしている，という大学生もみられた． 
 「教師」カテゴリーとは，先生・教師からの話・情報を自らの未来展望のソースとして
いるカテゴリーであり，「恋人」カテゴリーとは，恋人からの話・情報を自らの未来展望の
ソースとしているカテゴリーである． 
 人的資源カテゴリーの中では他者カテゴリーが最も多く，173 個の記述がみられた． 
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カテゴリー サブカテゴリー 具体的記述 度数
自分の好き嫌い・興味 22
自分の性格・適正・実力 21
自分の想い・考え・意思 15
自分の目・耳から入る自分で調べた情報 7
自己分析・自分を知る 2
先のこと・未来・夢・目標・理想・結婚 33
過去の経験・出来事 13
現在の状況・性格・能力・自分 11
資格・知識 17
趣味 4
技術・スキル 3
コミュニケーション 2
やりがい 7
それがどれだけ社会・人の役に立つか 4
楽かどうか・遊べるか 2
幸せかどうか 2
気持ち
自分
時間
スキル
表2 「自己」カテゴリーのサブカテゴリーと具体的記述
自己
 
 
 第 2 カテゴリーは，「自己」である．「自己」カテゴリーとは，他者の意見といった外的
な情報ではなく，自分自身についての情報をもとに未来を展望すると答えたカテゴリーで
ある．「自己」はさらに，「自分」，「能力・スキル」，「過去・現在・未来」，「気持ち」の 4
つのサブカテゴリーに分類される．総数として度数が最も多かったのは，自分の好き嫌い，
興味といった「自分」カテゴリー，そして次に多かったのが，自らの過去・現在・未来と
いった自分についての「時間」カテゴリーであった． 
「自分」カテゴリーとは，自分の好きなもの・嫌いなもの，自分の興味，性格，考えと
いった自分自身についての情報を自らの未来展望のソースとしているカテゴリーである． 
「時間」カテゴリーとは，自らの未来・現在・過去についての情報，たとえば，自らの
夢や目標といった未来の時期にかかわる記述，現在の自分の状況，性格などの現在の自己
にかかわる記述，そして以前の経験，以前の自分といった過去の自己にかかわる情報など
を自らの未来展望のソースとしているカテゴリーである． 
「スキル」カテゴリーとは，自分の資格・知識，趣味，スキルなどを自らの未来展望の
ソースとしているカテゴリーである． 
「気持ち」カテゴリーとは，抽象的な記述ではあるが，自分のやりがい，どれだけ社会
や人の役に立つか，楽かどうか，遊べるか，幸せかどうかなどの情報を自らの未来展望の
ソースとしているカテゴリーである． 
｢自分｣，「時間」，「スキル」，「気持ち」を含む「自己」のカテゴリーはいずれも，未来を
展望する際に「人的資源」，「メディア」，「条件」といった外的な条件ではなく，自分自身
についての情報といった，内的な情報を自らの未来展望のソースとして用いるという点で，
他の外的条件を自らの時間的展望のソースとするカテゴリーとは異なっている． 
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カテゴリー サブカテゴリー 具体的記述 度数
本・小説・エッセイ・雑誌 80
就職・進学情報誌 7
資料・文献・パンフレット 5
心理テスト・占い 4
聖書 1
インターネット 73
就職サイト 5
ケータイサイト 2
２ちゃんねる 1
テレビ 23
ニュース・ドキュメント 14
メディア・マスメディア 14
新聞・経済新聞 9
ラジオ 2
ゲーム 1
マンガ 1
映画 1
その他のメディア
インターネット
テレビ
表3 「メディア」カテゴリーのサブカテゴリーと具体的記述
メディア
本・雑誌
 
 
第 3 カテゴリーは，「メディア」である．「メディア」カテゴリーとは，身の回りにある
テレビや新聞，インターネットといった情報メディアからの情報をもとに，未来を展望す
ると答えたカテゴリーである．「メディア」はさらに，「本・雑誌」，「インターネット」，「テ
レビ」，「メディア」の 4 つのサブカテゴリーに分類される．総数として度数が最も多かっ
たのは，本や雑誌，就職・進学情報誌といった「本・雑誌」カテゴリー，次いでインター
ネットや就職サイト，ケータイサイトといった「インターネット」カテゴリーであった． 
「本・雑誌」カテゴリーには，本・小説・雑誌といった抽象的な記述から，就職・進学
雑誌，資料・パンフレットなどの情報を自らの未来展望のソースとしているカテゴリーで
ある． 
「インターネット」カテゴリーとは，インターネット，就職サイト，ケータイサイトな
どの情報を自らの未来展望のソースとしているカテゴリーである． 
「テレビ」カテゴリーとは，テレビ，ニュース・ドキュメントなどの情報を自らの未来
展望のソースとしているカテゴリーである． 
「その他のメディア」カテゴリーとは，新聞，ラジオ，ゲーム，マンガなどの情報を自
らの未来展望のソースとしているカテゴリーである． 
大学生の進路選択における未来展望のもととなる情報において，近年の大学生の進路選
択と，従来の大学生の進路選択との大きな違いはこの「インターネット」カテゴリーに代
表される，インターネットからの情報であると考えられる．近年の大学生の進路選択にお
いては，就職活動をする場合でも，進学する場合でも，何らかの活動をする場合にはまず
就職活動サイトに登録したり，進学の場合には進学先の資料をインターネットからダウン
ロードすることが求められる．こうした活動のための情報のカテゴリーであると言えよう． 
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カテゴリー サブカテゴリー 具体的記述 度数
給料・年収・お金 35
副業の収入 1
就職率・退職率 10
景気・経済・金銭面 9
社会の流れ・日本の現状 9
社会的地位 5
仕事・仕事の内容 9
求人広告・求人案内・説明会・ガイダンス 5
業種・職種 4
職場環境・業界の実態 4
労働条件 2
会社 1
環境 7
大学・大学の授業 7
学校・学歴 5
バイト先 3
条件
仕事
社会
環境
お金
表4 「条件」カテゴリーのサブカテゴリーと具体的記述
 
 
第 4 カテゴリーは「条件」である．「条件」カテゴリーとは，給与などの労働条件や大学
生を取り巻く経済状況といった社会的な条件，そして大学や環境といった自らを取り巻く
条件をもとに未来を展望すると答えたカテゴリーである．「条件」はさらに，「お金」，「社
会」，「仕事」，「環境」の 4 つのサブカテゴリーに分類される． 
「お金」カテゴリーとは，給料・年収・お金などの情報を自らの未来展望のソースとし
ているカテゴリーであり，総数として度数が最も多かった． 
「社会」カテゴリーとは，就職率・退職率，景気，社会の流れ，社会的地位などの情報
を自らの未来展望のソースとしているカテゴリーである． 
「仕事」カテゴリーとは，仕事・仕事の内容，職種・業種，会社などの情報を自らの未
来展望のソースとしているカテゴリーである． 
「環境」カテゴリーとは，環境といったような抽象的な記述をはじめ，大学・学校・バ
イト先などのその時点での大学生を取り巻く環境などの情報を自らの未来展望のソースと
しているカテゴリーである． 
 
 分類としては，他に「その他」のものとして，地位，価値，資産，プラスになるものと
いった記述がみられた．また，「分類不可能」なものとして，歌はうまくなっているかとい
った一般化が不可能な記述，会話といった誰からの情報かがわからないもの，喩といった
分類不可能な記述がみられた．本研究では，これらの「その他」，「分類不可能」に含まれ
る記述は上記の分類には含まなかった．「その他」，「分類不可能」に含まれる記述は，42 個
であり，全体の 4.48％であった． 
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人的資源 自 己 条 件 メディア 
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図 1 各カテゴリー別記述度数 
 
 「人的資源」，「自己」，「メディア」，「条件」の 4 つのサブカテゴリーの，度数分布を図 1
に示した．最も多かったものは「人的資源」における他者カテゴリーであり，次いで家族
カテゴリーであった．その次に多かったのが「メディア」カテゴリーにおける本・雑誌カ
テゴリーであり，「メディア」におけるインターネットであった．現代社会において，大学
生らはまず，身の回りの他者や家族といった他者からの情報を元に，次いで本・雑誌，イ
ンターネットといったメディアからの情報を用いて自らの未来展望を抱いていることが明
らかになった． 
 
4.考察 
本研究では，現代社会において大学生らに自由記述を用いた質問紙調査を行うことによ
って，大学生らがどのような情報を元に自らの未来展望を抱いているのかをボトムアップ
的に検討した．その結果，第一に，身の回りの他者からの情報，第二に，本や雑誌，イン
ターネットなどのメディアによる情報を元に，そして第三に自分自身の興味や能力といっ
た自分自身についての情報を元に，自らの未来展望を抱いていることが明らかになった．
本論では，上記の結果をもとに，現代社会における大学生らの進路選択に対するキャリア
支援の可能性を考察する． 
 
■現代社会における大学生の進路選択の時代的特殊性 
先にも述べたように，大学生の進路選択を取り巻く状況は従来のものとは異なっている．
第一に，先にも述べたように，現代社会において時代的特殊性としてインターネットなど
のメディアの使用が挙げられるだろう．度数としては，他者，家族，本・雑誌といった情
報に次いで 4 番目であったが，インターネットの普及によって大学生の進路選択の在り方
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は急激に変化した．従来であれば，自ら就職課に行き，情報を集め，知人や卒業生などの
先輩といった人脈を辿り，就職活動を行うことが一般的であった(溝上，2002)．それに対し
てインターネットが普及した現代社会においては，大学生の就職活動はまず，大手就職活
動サイトに登録し，各企業にエントリーと呼ばれる資料請求を行い，その後希望の企業に
対してエントリーシートや履歴書を送り，面接や試験などの選考過程へ進むことが一般的
となっている．このような形態の就職活動においては，都市，地方といった物理的環境に
かかわらず，誰もが情報にアクセスできるというメリットがあるが，その一方で，インタ
ーネットを使いこなせるのか，さらには，インターネットにいつでも接続可能な環境にい
るのかといったメディアリテラシーや，デジタルデバイド(情報格差)の問題が，大きな問題
になるだろう．携帯電話の高機能化によって，デジタルデバイドの問題は解決されつつあ
るが，情報へのアクセス可能性という点では，パソコンを用いた情報へのアクセスの方が
その量，質ともに依然としてより高いのが実情である．そのため，各学生がどのような情
報環境にあり，どの程度のメディアリテラシーがあるのかという点が，これからのキャリ
ア支援において重要になるであろう． 
第二に，上記のインターネットをめぐる情報メディアへのアクセス可能性においては，
企業への就職を志す就職活動を例に挙げたが，企業への就職だけではなく，大学院や専門
学校への進学，あるいは，特定の企業への就職ではなくフリーターやニートといった選択
を行うにせよ，そもそも大学生の進路選択を取り巻く状況が変化していることが挙げられ
る．先にも述べたように，現代社会においては大学生らには多くの選択肢が与えられてい
る．しかしながら，それらの選択肢のどれが正解なのかは社会的にも決定し難い．厳しい
選考の末に大企業に入ったとしても，その企業が定年まで存続するとは限らない．努力し
て試験に受かってある資格を手にしたとしても，その資格が将来的に特定の職業を保障し
てくれるとは限らない．溝上(2008)は，こうした社会的変化を近代社会からポストモダン社
会への変化と位置づけ，若者たちのアイデンティティについて検討している．現代社会に
おける大学生らは，こうした社会文化的状況に置かれている．しかも，そのような選択肢
に対して，より先の将来を含めたキャリア支援が十分に行われているとは言い難い(東・安
達，2003)．そのため，従来のようにいくつかの限られた選択肢の中からどれを選択するの
かに対する情報支援を行うことによって，現在の選択をサポートするといったキャリア支
援だけではなく，より長期的にどのような状況になったとしても，自らの生涯発達に関わ
るキャリア選択ができるような情報提供の在り方が重要になるだろう． 
 
■未来展望の情報ソース 
 本研究の結果からは，現代社会における大学生らが自らの未来を展望する際に，特に他
者の意見と，雑誌や本からの情報を重視していることが明らかになった．これまでの時間
的展望研究においては，未来展望の生成プロセスとして，個人が過去を振り返り，その反
省をもとに未来に展望を抱く，といったように個人のプロセスに着目してきた(都筑，1999)．
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しかしながら本研究で明らかになったのは，自らの興味や，評価，過去・現在・未来とい
った自分に対する情報よりも，未来展望の生成に対して他者やメディアといった外的要因
が大きな影響を与えているという点であった．これまでにも，時間的展望に対する他者の
影響については言及されてきたが(奥田，2002)，具体的にどのように影響を与えているのか，
あるいは，他者のどのような働きかけが未来展望にどのように関係しているのかは明らか
にされてこなかった．しかしながら，大学生の進路選択のプロセスにおいては，大学生ら
は同じ文脈の中に置かれている他の大学生，就職課などで関わる大人たちや，すでに就職
した先輩，そして家族や恋人など，多くの他者とかかわる．それらの他者から，どのよう
な情報を得て，それが大学生の進路選択にどのように明らかにするのか．そして未来展望
の生成を促進するためには，どのような他者のかかわりが必要となるのか．キャリア支援
とはまさに，大学生の進路選択に他者が関わる場面であり，どのようなかかわりが大学生
の進路選択にとって有効であるのかを明らかにする必要があるだろう． 
 
■今後の課題 
課題としては以下の点が挙げられる．第一に，本研究ではボトムアップ的に多くの意見
を集めるために自由記述による調査を行ったが，どのようなタイプの大学生はどのような
情報を，といったような具体的な分析を行うことはできなかった．この点は，今後得られ
た知見をもとに，質問紙調査などで検討する必要があるだろう．第二に，未来を展望する
ソースとなる情報は明らかにされたが，それがどのような領域でのことなのかは明らかに
できなかった．たとえば職業についてはどのような情報を用い，結婚については，といっ
たように領域に応じて必要な情報もと異なると考えられる．この点も今後の課題としたい． 
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Abstract 
Source of Future Time Perspective in University Students 
Yuichiro OKUDA 
Purpose: 
Time perspective is defined as“the totality of the individual's views of his 
psychological future and his psychological past existing at a given time.”(Lewin，1951). 
The purpose of this study was to clarify how Undergraduate students create their future 
time perspective. 
 
Method: 
 In this study, participants were 366 1-4fth grade University students. They were 
administered the following questionnaires: What kind of information do you refer  
when you image your future? Participants were answered five kinds of information. 
 
Result: 
The main results were as follows. Result of this study, 4 category was classified. 
Most of Undergraduate students refer to information from “others”. For example, their 
friends, family, and teachers. Second category is “self”. Self is the category that not 
external information as media but internal information as own ability, character, and 
their time perspective. Third category is “Media”. Media is the category kinds of news 
paper, TV program, and Internet. Final category is “condition”. “Condition” includes 
the information, money, social factor, job, and environment. 
 
